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第10回 くらしの足をみんなで考える全国フォーラム2021

共創からつむぎだす
『くらしの足』

福島大学 経済経営学類

准教授 吉 田 樹
（交通政策審議会 地域公共交通部会 臨時委員）

（国土交通省 高齢者の移動手段の確保に関する検討会 委員）

「コロナ禍」に直面してきた私たち･･･

接触機会の削減 ＝ 外出の削減？
｢不要不急の｣外出って何？

｢出かけなければならない人｣が居る
それを「支える人｣が居る

「おでかけしにくい」状況が
地域の経済や社会の「歪み」を大きくする

このことに気づかされた２年弱

「くらしの足」をみんなで考える意味

安心して おでかけできる「くらしの足」を
創り，守り，育てる

「コロナ禍」を乗り越える鍵は，
この「原点」を見失わないことでは？

『密』をビジネスにする公共交通から
『蜜』を創り出す「くらしの足」という
選択肢をみんなで創ろう ！ 育てよう！

「くらしの足」をみんなで考える意味 地域の「くらしの足」が抱える諸問題

① 自家用車の運転可否による活動機会の格差

鉄道駅の周辺に住宅や目的地が集中しているわけではない地

方部は、自家用車を保有することで高いモビリティを獲得

⇒運転を続ける生活と止める生活の間で「ギャップ」が大きい

② 多くの市民は「移動の問題」を「自分ごと」に捉えていない

③ ニーズの多様化・小口化

駅、総合病院など「最大公約数」の目的地以外のニーズが拡大

大都市の郊外団地、中心市街地でも「移動の問題」が顕在化へ

 上記地域でも「駅やバス停が遠い＝自家用車利用」の図式

④ 「担い手不足」の顕著化 × おでかけ需要回復の不確実性

「くらしの足」を支える担い手（運行＋運営の双方）の不足が顕著に

 人口減少 ＋ 「支える人」と「使う人」の分離が進むコロナ禍

「補助なし不採算路線」の縮小 × ポストコロナの不確実性



■ 交通政策基本法（2013.12.4施行（下記は改正法でも踏襲））

（交通に関する施策の推進に当たって基本的認識）

第二条 交通に関する施策の推進は、交通が、国民の自立した日

常生活及び社会生活の確保、活発な地域間交流及び国際交流並

びに物資の円滑な流通を実現する機能を有するもの・・・以下略

① 「生活」を支える「くらしの足」

＞ 移動手段として公共交通サービスが「使える」ことの重視

② 「交流」を創出する「くらしの足」

＞ 観光者と観光対象をつなぐ交通

＞ 自ら交通して活動する機会（「おでかけ」固有の価値）

市⺠⽣活を守り、交流機会をつくる「くらしの⾜」を
ビジネス(経済)と合意形成(社会)で紡ぎ出す

･･･ 地域公共交通会議 と 地域公共交通計画 の真⾻頂

求められる「くらしの足」のマネジメント

「競争」から「共創」へのメッセージが明確に

① 「輸送資源の総動員」・・・「使える手段」は，利用したい

② 「共同経営」・・・黒字バス事業者の「交通調整」が可能に

③ 「束ねて，減らす」・・・特定事業（利便増進実施事業）の対象

アプリを介したマッチング（相乗り），AI活用（需給ギャップの縮小），

自動運転，グリーンスローモビリティ，超小型モビリティ・・・

⇔ツールの「適材適所」は，未だ明確ではない

データの活用で，公共交通の課題が可視化（→課題発見の迅速化）

され，事業の付加価値生産性が高まる可能性

⇔誰が「料理人」になるか？（「分析」と「落とし込み」は異なる性質）

⇔地域の「目指す姿」は規範的に決定する（→地域公共交通計画）

■ 地域公共交通関連法の改正（２０２０年11月）

１０年で「考え方」は深化，「打ち手」も増えた

■ 情報技術の高度化，「小さな交通」の多様化

■ 「安全と安心の分離」にどう向き合うか？

「ポストコロナ」の地域公共交通

公共交通利用への「不安」⇒外出控え「以上」の利用者減に直面

コロナ禍が無くても，平時から「不安」な公共交通利用

 案内，情報，サービスの「分かりやすさ」の追求が必要

■ 「当面の利用者減」を前提としたサービス設計が必要

事実上の「内部補助」崩壊： 大都市圏でも大規模減便懸念

 ピーク時の需要回復⇔オフピークの需要減少（生産性低下）

 「おでかけの提案」を付加価値に変える視点（日本版MaaS）

減便しても「サービスを切り下げていない見せ方」が必要

 共同経営，運行間隔平準化，モード間連携・・・打ち手は様々

 地域公共交通会議の開催状況に「差」が生じている。

地域公共交通のコストシェアリングを再考する契機に

 通学定期の割引率：「事業者負担」のままで良いのか？

■ 某地域公共交通会議での発言より

地域の輸送資源を把握し，活⽤する視点は重要
しかし，その意図は，財政負担軽減に矮⼩化されがち

そして，従前の制度でもできたこと
なぜ「総動員」は，進まないのか︖

「総論賛成」でも「各論」で⾏きづまるから

「輸送資源の総動員」と言われるけど・・・

某運輸支局

改正法は「輸送資源の総動員」がキーワードです。路線バスやデ

マンド交通だけでなく，スクールバスや企業の送迎バスなどを

どう活用するかを地域公共交通計画に盛り込んでください。

某県庁交通政策担当課

コロナ禍で公共交通需要が減り，財政負担が増えています。ス

クールバスや送迎バスの活用で，持続性を高めてください。
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■ 「のりしろ」の発想で移動の自由度を拡げる

各々の「守備範囲」を少し拡げ（「のりしろ」をつくる）「くらしの

足」の課題を緩和。単一サービスでカバーするより合理的。

鳥瞰図で「交通不便」を定義する発想の限界

交通
事業者

プレイヤーの「暗黙の守備範囲」
で生じる「ニッチ」（隙間）
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交通
事業者

⽇常の外出需要

コロナ禍
を契機に
⽇常の外
出需要は
減少

「義務的な外出」以外に
裾野を広げる

私的交通vs公共交通を「ゼロイチ」で
考える発想からの脱却

守備範囲の「少し外側」
に⽬を向ける

■ 青森県田子町（人口４,７00人）「田子町コミュニティバス」

民間路線バスの廃止方針を

契機に、「バス路線」と「患者

搬送バス」と「スクールバス」

を統合したコミュニティバ

スの運行を開始（2008年

4月）し、交通空白地域にも

運行拡大。現在も継続。

スクールバス（普通交付税対象）

とそれ以外の便を基本的に

同一の経路で運行させ、便

数を確保。地元商店（サンモー

ル田子）で町外への路線バス

と結節。

スクールバスと路線バスの一体再編

■ 「総論賛成・各論反対」のジレンマ

スクールバスとの連携方策と課題

いわゆる「混乗」・・・といっても、形態は様々。課題も様々。

【間合い活用】 台数・時間に制約。学休日の運行で費用増も。

＞ 学校，教育委員会との合意形成が不可欠
【混乗化】 一般旅客と保護者（児童・生徒）が「折り合える」？

＞ 利用登録制，座席指定制で「折り合い」（飯能市）
⇔ コロナ禍で保護者からの懸念表明。休止中。

【統合】 遠距離通学児童・生徒が無償利用できれば、普通交付税

措置の継続が可能。（車両サイズに注意）

学校の位置と、医療機関・商業施設の位置関係も鍵に

■ 飯能市吾野・東吾野地区の空白地有償運送

西武秩父線の沿線だが、バス路線も、駅待ちタクシーも無し。

飯能市の地域公共交通計画で、タクシーを補完する有償運送の

導入を位置づけ。区域外の輸送は、区域発の輸送に限定し、既

存公共交通と分担することで、双方の供給効率を担保。

吾野・東吾野地区
（人口：約4,000人）

「ご当地ルール」も「のりしろ」になる



■ 自家用有償運送制度の改正(2020年）

地域公共交通部会中間取りまとめ
概要（令和2年1月）

地域公共交通会議（運営協議会）で、自家用有償運送の輸送対

象者や形態を限定することが合理的であれば設定可能。

「くらしの⾜」には「総論反対・各論賛成」の場⾯も
「各論賛成」を起点に「のりしろ」を拡げあう視点

「総論反対」でも「各論賛成」の場合がある

■ 「競争」で利便性向上が図られると限らない地方バス

八戸駅・中心街間の路線バス（複数事業者）運行計画を市の調

整で一体的に設定。運行間隔平準化と減便による「生産性の向

上」と「分かりやすさ・便利さ」の両立を図る。

中⼼街⽅⾯発⾞時刻（⼋⼾駅発／午前9時台）
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八戸駅線共同運行化（青森県八戸市：2008年～）

乗⾞⼈員増（＋6.4%） × 運⾏費⽤減 ＝ ⿊字化
｢束ねて・減らす｣取り組みが

利便増進事業の対象化で進めやすく︕
複数事業者の場合でも「独禁法適⽤除外」の道が開く︕

複数バス事業者の「共創」ー独禁法特例法

■ 「総論賛成」でも、「各論」で行き詰りやすい･･･

八戸駅線共同運行化の議論過程

根城浄
水場通 田面木 その他

1 101 再生 南部 6:05 － 6:17 － 6:22 － － 1 101
2 1 再生 市営 6:20 6:31 － － 6:39 － － ⇒ 2 3 － － 7:00
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根城大橋経由と田面木経由を20分間隔で交互に運行する

 八戸駅発「0，10･･分」，中心街発「5，15･･分」に当てはめる

運行時刻の調整を前提に、のりばを統一（八戸駅1番）する

中心街に分散した停留所群を「中心街」と束ねて表現する

「総論賛成」の合意事項

どの便をどの事業者が担当するか？

 新幹線到着後の担当事業者、自社他系統との取り回し（減便

の割に仕業は減りにくい？）

議論が紛糾した「各論」

■ 合意の鍵＝ （データ＋ストーリー）✕（対話＋翻訳者）

課題を「データ」で客観化

どの便をどの事業者が担当するか？

 東北新幹線八戸開業で新設された「新幹線シャトル」（八戸駅～

中心街間の急行便）は，僅か一年で廃止。乗降データで，途中停

留所～中心街間の乗降が卓越することを確認。

ストーリーを時間軸で形成

「小さな成功体験」から本丸を目指す

代替案は「ゼロイチ」で考えないー「対話」の素地になる

 八戸駅～中心街間の共同運行化は，市外乗入路線を除外。

 各者の「特定輸送的サービス」（例：△△高校の通学対応便）

は，等間隔ダイヤ，共通定期券の精算対象から除外

八戸駅線共同運行化の議論過程

前橋市の「共同経営」も上記の点を重視して合意へ



■ 合意の鍵＝ （データ＋ストーリー）✕（対話＋翻訳者）

八戸駅線共同運行化の議論を

契機に、路線バス事業連絡調

整分科会を常設化。

「対話」を「文化」に

路線バス事業
連絡調整分科会

プロジェクト型
分科会

 構成員が資料を持ち寄る形式 ･･･論点や対立軸が明確に

 次回の分科会日程と，それまでの「宿題」をその場で調整

八戸市地域公共交通会議

山本雄二郎先生（武蔵野市公共交通活性化協議会初代座長）が遺した言葉

 「第三者」が，時としてワルモノになることも必要。

・・・ 関係者の「考え」を読み解く「翻訳者」であることが前提

「翻訳者」たる第三者の存在

「対話」がなければ，リアルは変わらない
「翻訳者」の育成とネットワーク化が急務

八戸駅線共同運行化の議論過程

■ 「実践知」を有する「翻訳者」の育成とネットワーク化

地域

自治体 交通事業者

交通事業者は「輸送のプロ」の視
点で地域の取り組みをサポート

三位一体の契機となる「場づくり」、市
域全体の交通サービスとの調整・連携

地域の「おでかけ」
を守る

「口を出す」「利用する」「自ら動く」
地域住民の「おでかけ」環境を整備

翻訳者

三者の「言語」を斟酌し、三位一体
の文化を作り上げる仕事人
・・・午前中の「のりしろびと」

キー
パーソン

プレイヤー間の連携方策

三方良し

地域住民が主体となり、バスを走らせる

明治・大郷両地区の住民代表が「運営協議会」を組織。地区内

の公共交通の経路や運賃などの運行計画を決定

山形市は「運営協議会」に対して定額の補助金を拠出するとと

もに，国土交通省への許認可手続を肩代わり

地域との「共創」によるくらしの足確保

■ 山形市明治・大郷地区「スマイルグリーン号」

「できること」を出し合い「くらしの⾜」を確保 会津若松市地域づくり課作成資料

■ 「与えられた」交通から「共創」に転換して課題解決
（会津若松市金川町・田園町）

「フルスペック」で始める必要はない



■ 利用者の「数え上げ」と「地図への落とし込み」（会津若松市）

会津若松市地域づくり課作成資料

「フルスペック」で始める必要はない

■ 「週１日」の運行でも好評。継続へ

国際興業バス「間野黒指線」（飯能市）の運行空白時間（６時間）

に医療法人の送迎車両に地域住民が相乗り。週１日の運行。

 地域住民は「利用登録」が必要

 飯能市（埼玉）は，利用者に対する保険に加入

「できること」から小さく始める

■ 「おでかけ」のきっかけづくりが「くらしの足」を守る

2016年10月～中山町へ運行エリアを拡大。中山町から山形

市北部の医療機関等への移動手段確保が目的だったが，運営

協議会のメンバーが定期的に温浴施設への「ツアー」を実施。

両市町の交流が生まれ，スマイル・グリーン号の継続に貢献。

各年12月の利用者数

「通院」「買物」だけが「くらしの足」ではない

「愉しいおでかけ」を提案できるか

■ 阪急電車1982年のテレビCM（YouTubeから）

鉄道・バス・タクシー 遊園地 宝塚歌劇団・百貨店

阪急ブレーブス

公共交通産業が「モビリティ」と「おでかけ機会」を
提供してきた⽇本…「お家芸」を“MaaS”で再構成

「愉しいおでかけ」を提案できるか



公共交通の供給量拡大ではなく、複数のモビリティ（例：シェアサイ

クルとバス）や目的と組み合わせることが鍵。

Lv.1～2の穴を埋める方策（公共交通データ（まずは静的デー

タ）のオープン化）と、プライシングの多様化が必要。

■ 公共交通の「データ連携」と「オープン化」が課題

上図補注︓Jana Sochor他 (2017): A topological approach to Mobility as a Service
に⽰されたMaaSレベルを吉⽥が意訳のうえ，加筆

Lv.1 情報・検索のインテグレート

Lv.2 検索・予約・決済のインテグレート

Lv.3 複数事業者・モード、⽬的地が提供する
サービスのインテグレート（パッケージ化）

Lv.4 政策のインテグレート（豊かな⽣活の実現）

⼀般的なMaaSの成⻑過程 L型MaaS特有のリンク
Lv.0 各事業者・モードの情報が個々に提供されている状態

⽇本版MaaS特有のリンク

「愉しいおでかけ」を提案できるか

■ 「おいしい」は、街と公共交通を救う（八戸：馬肉バスパック）

特典1 1,700～2,300円相当の

料理→1,500円に割引

「まち」を元気にするツールに地域公共交通を活かす
これを「選ばれやすく」するのが “MaaS”

料理を割引しても、協賛店舗（馬

肉料理店）のメリットはあるか？

① 1グループあたり
追加注文金額

3,004 円

② 1グループあたり
参加者数

2.8 人

③ 参加者1人あたり
追加消費金額（①／②）

1,072
円

「愉しいおでかけ」を提案できるか

まとめーパネルディスカッションに向けて

「くらしの足」をつくり，守り，育てるために，

① 関係者間の「共創」や「地域資源の活用」をカタチに
するうえでのポイントは何か？

スクールバスなどの輸送サービスを「くらしの足」とどう掛
け合わせて行けばよいか？

共同経営など，交通事業者・モード間の連携をどう図るか？

吉田の経験・・・「総論」と「各論」が異なる（総論賛成・各論反
対／総論反対・各論賛成）点に留意するが・・・

② 新たな道具（情報技術・小さな交通）をどう活かすか？

MaaS：「愉しいおでかけ＝目的づくり×移動手段」を「選ば
れやすくする」取り組みになれるか？（「お家芸」の再構成）

まずは「次の５年・１０年」を議論の主題

 ２０年後の「くらしの足」とは（未来予想図）
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